
京
都
・
長
岡
京
跡
閉

１
　
所
在
地
　
　
　
一八
都
府
長
岡
京
市
神
足
三
丁
目
二
〇
二
十

一

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八
二
年

（昭
５７
）
六
月
ぞ
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
長
岡
京
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
岩
崎
　
誠

５
　
遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
平
安
時
代

（
八
世
紀
末
）

７
　
迫退
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
、
共
同
住
宅
建
設
に
伴
い
、
長
岡
京
跡
右
京
第

一
〇
二
次

（
７
Ａ

Ｎ
Ｍ
Ｍ
Ｋ
地
区
）
調
査
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

当
調
査
地
は
、
平
城
京
型
条

坊
復
元
で
は
、
右
京
六
条
二
坊

四
町
に
あ
た
る
。
こ
の
調
査
地

に
お
い
て
、
東
西
方
向
の
溝
二

本
が
検
出
さ
れ
た
。　
一
方
の
溝

（
Ｓ
Ｄ
一
〇
二
〇
一０

は
、　
平
安

京
期
の
遺
物
を
出
上
し
、
他
方

（
Ｓ
Ｄ
一
〇
二
〇

こ

は
、
　
長
岡

京
期
の
遺
物
を
出
土
し
た
。



1982年 出上の木簡

溝
Ｓ
Ｄ

一
〇
二
〇

一
は
、
幅
約
二
ｍ
、
深
さ
約
○

・
八
ｍ
で
、
長
さ
約
五
ｍ

ま
で
確
認
で
き
た
。
埋
土
は
、
有
機
質
の
黒
色
粘
質
上
で
、
遺
物
か
ら
、
短
期

間
の
堆
積
と
考
え
ら
れ
る
。
当
溝
か
ら
は
、
本
報
告
の
木
筒
の
他
、
人
形
、　
ハ

ン
、
櫛
、
木
製
皿
等
の
木
製
品
や
、
須
恵
器
、
土
師
器
の
上
器
類
、
布
切
れ
、

わ
ら
じ
等
が
出
土
し
た
。
中
で
も
興
味
を
引
く
も
の
と
し
て
、
墨
書
土
器
が
あ

る
。
墨
書
土
器
は
、
全
て
土
師
器
で
、
皿
、
婉
類
の
底
部
外
面
に

「
ご

と
書

か
れ
た
も
の
が
四
点
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
物
か
ら
、
長
岡
京
に
関
係
す
る
こ
と

は
確
実
と
思
わ
れ
る
。
溝
の
性
格
は
、
そ
の
検
出
位
置
か
ら
推
し
て
、
六
条
大

路
北
側
溝
か
、
六
条
二
坊
四
町
内
の
地
割
溝
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

①
　
ｏ
「
＜
自
司
進
国

×

名
＜
三
年
十
二
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

溢
聟
伽
ｏ毬

〔
一
月
ヵ
〕

□
□
」

×
□

　

」

⑪
は
下
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
「
司
自
り
進
む
」

と
読
め
る
。
何
の
司
か
が

不
明
で
あ
る
が
、
西
市
の
司
を
想
定
す
る
の
は
、
冒
険
で
あ
ろ
う
か
。
も
う

一

面
は
三
年
十
二
月
と
読
め
る
。
こ
れ
を
延
暦
三
年

（七
八
四
）
と
す
れ
ば
、
長
岡

遷
都
の
一
ケ
月
後
で
あ
り
、
遷
都
直
後
に
、
六
条
二
坊
四
町
付
近
に
所
在
し
た

官
司
が
、
そ
の
役
割
を
十
分
果
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
う
。
ま
た
、
⑪
の
木
簡

に
見
ら
れ
る
切
り
込
み
に
は
、
繊
維
状
の
も
の
が
付
着
し
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

岩
崎
誠

「右
京
第

一
〇
二
次

（
７
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ｍ
Ｋ
地
区
）
調
査
略
報
」
（長
岡
京
市

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『
長
岡
京
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
年
報
』
一
九
八
三
年
）

（岩
崎
　
誠
）
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